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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

５
月
27
日
に
開
始
し
ま
す
。

　

総
会
議
案
は
、
①
活
動
方
針
、

②
10
周
年
記
念
事
業
実
施
、
③
旅

費
支
給
基
準
改
正
、
④
会
計
予
算

の
予
定
で
す
。

　

17
年
４
月
に
再
建
10
年
目
を
迎

え
ま
す
。
17
年
度
中
に
記
念
事
業

を
行
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
旅

費
支
給
基
準
の
改
正
は
、
今
年
度
、

多
く
の
行
動
に
参
加
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
た
定
額
旅
費
や
日
当
の
見

直
し
で
す
。
総
会
議
案
は
、
４
月

の
幹
事
会
に
提
案
し
ま
す
。

　

参
加
の
案
内
は
４
月
初
め
に
送

り
ま
す
。例
年
同
様
、総
会
終
了
後
、 

懇
親
会
を
も
ち
ま
す
。

　

今
春
の「
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」は
、

13
年
に
雨
で
流
れ
た
「
盆
栽
村
と

大
宮
公
園
散
策
」
の
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
す
。
混
雑
す
る
染
井
吉
野
の

時
期
を
外
し
、
盆
栽
を
じ
っ
く
り

な
が
め
、
サ
ト
ザ
ク
ラ
を
楽
し
も

う
と
い
う
企
画
で
す
。
４
月
12
日
、

東
武
野
田
線「
大
宮
公
園
」駅
集
合
。

ご
家
族
や
友
人
・
知
人
を
さ
そ
っ

て
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

　
　

３
月
17
日
（
木
）　
演
芸
を
楽
し
む
会

　
　
３
月
19
日
（
土
）　
戦
争
法
廃
止
日
比
谷
集
会

　
　
３
月
26
日
（
土
）　
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会

　
　
３
月
30
日
（
水
）　
都
庁
退
学
習
会

　
　
４
月
12
日
（
火
）　
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
４
月
19
日
（
火
）　
戦
争
法
廃
止
国
会
前
行
動

　
　
５
月
１
日
（
日
）　
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

　
　
５
月
３
日
（
火
）　
憲
法
集
会

　
　

５
月
27
日
（
金
）　
第
９
回
定
期
総
会

　

昨
年
、
旅

行
会
は
参
加

希
望
者
が
少

な
い
た
め
、

中
止
し
ま
し

た
が
、
今
年

は
是
非
と
も

実
施
し
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。
少
人

当面の主な行事

数
の
場
合
の
工
夫
や
、
旅
行
時
期
・

旅
行
先
な
ど
は
４
月
の
旅
行
部
会

で
決
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
定

着
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
ど
こ

で
何
を
す
る
か
、
検
討
を
始
め
ま

し
た
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を
よ
ろ
し
く
。

５
月
27
日
に
定
期
総
会

お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
は
４
月
12
日

　

２
月
９
日
に
第
４
回
幹
事
会
と
合
同
専
門
部
会
を
開
き
、
①
第
９

回
定
期
総
会
の
日
程
、
②
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
実
施
案
、
③
今
年
度
旅

行
会
と
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
考
え
方
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
９
回
定
期
総
会

お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

大宮の盆栽村

幕山にひろがる湯河原梅林

秋
の
行
事
検
討
開
始
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東
京
清
掃
主
催
の
退
職
者
送
別

会
が
、
２
月
16
日
、
清
掃
会
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桐
田
東

京
清
掃
委
員
長
に
よ
る
ね
ぎ
ら
い

の
こ
と
ば
に
続
き
、
庄
司
事
務
局

長
が
退
職
者
会
の
活
動
内
容
等
を

紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、

坂
本
副
委
員
長
の
音
頭
で
乾
杯
、

懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

退
職
者
か
ら
の
想
い
出
の
「
ひ
と

言
」。
今
年
の
退
職
者
は
、
70
年
代

初
頭
の
ご
み
戦
争
と
そ
の
直
後
に

就
職
し
た
世
代
で
す
。
ま
だ
、
職

場
環
境
も
劣
悪
で
、
い
わ
ゆ
る
親

分
支
配
が
色
濃
い
中
、
青
年
部
活

動
等
を
通
じ
た
改
革
の
取
組
み
が

労
働
運
動
の
原
点
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
紹
介
さ
れ
、「
う
っ
か
り
清

掃
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
い
い

職
場
だ
っ
た
」
と
い
う
人
も
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
長
〜
い
「
ひ
と
言
」

に
大
爆
笑
し
つ
つ
、「
生
涯
労
働
運

動
」
の
気
概
や
、
東
京
清
掃
に
対

す
る
厚
い
想
い
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
、

斉
藤
書
記
次
長
に

よ
る
「
閉
会
の
乾

杯
」
で
集
い
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

今
年
も
参
加
者

は
少
な
か
っ
た
と

は
い
え
、
こ
こ
数

年
で
は
最
多
で
、

や
は
り
参
加
者
が

多
い
と
盛
り
上
が

り
ま
す
。
退
職
者

に
元
気
を
分
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
歩
こ
う
会
」
港
区
大
使
館
周
遊

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
神
谷
町
駅

を
２
月
23
日
10
時
ス
タ
ー
ト
。
麻

退
職
者
の
元
気
を
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た

東
京
清
掃
退
職
者
送
別
会

「楽しかったね」
港区大使館周遊ラリー

布
の
キ
ュ
ー
バ
大
使
館
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
大
使
館
、
六
本
木
で
昼

食
、
赤
坂
の
シ
リ
ア
大
使
館
、
レ

ソ
ト
王
国
大
使
館
、
青
山
の
ブ
ラ

ジ
ル
大
使
館
を
ま
わ
り
、
虎
ノ
門

で
台
北
駐
日
代
表
処
を
見
学
し
た

と
こ
ろ
で
、
解
散
予
定
時
間
の
３

時
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
街
の
景
観
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
き
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
大
使
館
で
は
迎
賓
ル
ー
ム
に
案

内
さ
れ
て
詳
し
い
説
明
を
受
け
、

レ
ソ
ト
王
国
大
使
館
で
も
歓
迎
さ

れ
、
シ
リ
ア
大
使
館
の
説
明
は
何

と
英
語
・
・
・
。「
楽
し
か
っ
た
ね
。」

が
、
参
加
者
共
通
の
感
想
で
し
た
。

アフガニスタン大使館
迎賓室で説明を受ける

（ツアー客もいてビックリ）

　

２
月
７
日
、
京
成
線
八
広
駅
に
集
合
。
荒

川
土
手
を
通
り
、
関
東
大
震
災
の
時
に
虐
殺

さ
れ
た
朝
鮮
人
の
追
悼
碑
に
参
り
ま
し
た
。

　

墨
田
区
社
会
教
育
会
館
で
「
木
下
川
地

区
」
の
説
明
を
受
け
、
街
の
中
へ
。
日
本
産

の
豚
革
の
９
割
が
こ
の
地
区
で
な
め
さ
れ
、

東
京
で
最
大
の
皮
革
の
街
で
す
。
実
際
に
な

め
し
工
場
を
見
学
、
大
き
な
ド
ラ
ム
に
お
ど

ろ
き
、
過
酷
な
労
働
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ

の
地
区
の
差
別
と
の
闘
い
の
歴
史
を
学
ん

だ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。

清
掃
・
人
権
交
流
会
「
墨
田
区
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

皮をなめす装置＝ドラムを見学
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２
月
21
日
、
沖
縄
県
辺
野
古
へ
の
米
軍
新

基
地
建
設
に
反
対
す
る
行
動
が
全
国
各
地
で

行
わ
れ
、
東
京
で
は
約
２
万
８
千
人
が
国
会

周
辺
に
集
ま
り
ま
し
た
。
辺
野
古
の
美
し
い

海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
い
も
の
を
身
に
着
け

　

野
党
５
党
が
「
戦
争
法
廃
止
法
案
」

の
提
出
を
行
い
、「
安
倍
政
権
打
倒
」

へ
向
け
た
共
闘
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
２
月
19
日
、「
戦
争
法
廃
止
！

安
倍
政
権
退
陣
！
総
が
か
り
行
動
」
が

行
わ
れ
、
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
国
会
前

に
約
８
千
人
弱
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
野
党
４
党
（
民
主
・
共

産
・
維
新
・
社
民
）
の
国
会
議
員
が
参

加
し
、「
生
活
」
か
ら
代
表
の
メ
ッ
セ
ー

　
「
よ
っ
て
た
か
っ
て
勝
利
ま
で
」
を
合
い

言
葉
に
、
首
切
り
や
不
当
行
為
に
抗
議
す
る

一
日
行
動
＝
東
京
総
行
動
が
、
２
月
19
日
に

行
わ
れ
、
16
春
闘
の
第
二
波
行
動
と
し
て
、

け
ん
り
春
闘
と
の
共
同
に
よ
る
経
団
連
要

請
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
も
経
団
連
は
争
議
団
の
要

請
を
門
前
払
い
し
、
要
請
書
の
受
け
取
り
さ

え
拒
否
し
ま
し
た
。
現
場
の
労
働
者
の
声
を

一
切
聞
こ
う
と
し
な
い
経
団
連
の
姿
勢
は
、

企
業
利
益
の
み
を
追
及
し
、
労
働
者
を
過
労

死
や
疾
患
へ
追
込
む
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
同

質
で
す
。
争
議
当
事
者
や
支
援
団
体
は
、
こ

の
よ
う
な
経
団
連
の
姿
勢
を
批
判
、
参
加
者

は
声
を
揃
え
て
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

　
「
今
年
こ
そ
狭
山
事
件
の
再
審
を
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、２
月
17
日
、「
狭

山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
東
京
集
会
」

が
、
田
町
交
通
ビ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
演
し
た
指
宿
弁
護
士
は
、

「
狭
山
事
件
の
特
徴
は
、
補
強
証
拠
が
他

の
事
件
に
比
べ
て
多
く
、
全
て
反
証
す
る
こ

と
が
必
要
な
た
め
、
時
間
が
か
か
る
」「
こ

れ
ほ
ど
明
ら
か
な
無
罪
の
事
件
な
の
に
、
日

本
の
裁
判
制
度
は
、
市
民
的
常
識
と
か
け
離

れ
て
い
る
」
と
、
日
本
の
裁
判
制
度
の
問
題

点
を
指
摘
し
つ
つ
、
状
況
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
市
民
的
常
識
で
は
石
川
さ
ん
の

無
罪
は
明
白
で
す
。
一
日
も
早
く
完
全
無
罪

を
か
ち
と
る
た
め
闘
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　怒りの声を聞け！

た
参
加
者
は
、
沖
縄
現
地
の
報
告
に
う

な
ず
き
、
沖
縄
選
出
野
党
全
国
会
議
員

や
、
野
党
各
党
代
表
に
よ
る
共
闘
へ
向

け
た
決
意
表
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
民
意
は
、
普
天
間
即
時
閉
鎖

と
辺
野
古
の
海
を
守
る
こ
と
で
す
。
行

動
の
最
後
に
、「
基
地
を
つ
く
る
な
！
」

「
辺
野
古
に
つ
く
る
な
！
」
と
コ
ー
ル

を
行
い
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ
「
人

間
の
鎖
」
で
国
会
を
包
囲
し
ま
し
た
。

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、野
党
５
党
が
合
意
し
た「
安

保
法
制
廃
止
、
安
倍
政
権
打
倒
、
国
会
や
国

政
選
挙
で
の
協
力
」
の
実
質
的
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
７
月
の
参
院
選
へ
向
け
た

闘
い
は
こ
れ
か
ら
で
す
。頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

止めよう！
辺野古新基地
国会大包囲

戦争法廃止！総がかり行動

集会実行委員会事務局
長として、桐田東京清掃
委員長が「経過報告」 石川一雄さんは

心境を短歌に

悪の巣窟
経団連抗議
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東
京
清
掃
は
、
従
来
に
も
増
し

て
自
治
研
活
動
を
重
視
し
、
春
闘

期
の
重
点
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
を
、
当
面
の
課
題
と
あ

わ
せ
て
、
退
職
者
会
担
当
で
も
あ

る
中
里
副
委
員
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　

春
闘
期
の
闘
い
は
、
賃
金
確
定

と
作
業
計
画
・
予
算
闘
争
の
ス
タ
ー

ト
と
し
て
の
取
組
み
に
な
り
ま
す
。

今
年
、
特
に
重
視
し
て
い
る
の
は
、

①
「
勤
勉
手
当
の
一
律
拠
出
」
な

ど
、
各
区
事
項
の
交
渉
強
化
と
共

有
化
、
②
新
規
採
用
の
各
区
要
請

（
５
月
に
実
施
）な
ど
で
す
。
ま
た
、

民
間
労
組
の
闘
い
に
対
す
る
支
援
・

連
帯
の
取
組
み
で
は
、
昭
和
運
輸

不
当
解
雇
撤
回
闘
争
を
自
ら
の
課

題
と
し
て
取
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
今
年
の
最
重
点
課
題
は
、
自

治
研
活
動
の
強
化
で
す
。

　

区
移
管
か
ら
16
年
目
で
す
が
、

各
区
の
「
独
自
性
」
が
進
み
、
事

業
の
一
貫
性
・
統
一
性
が
確
保
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
車

付
雇
上
」
と
い
う
委
託
形
態
が
導

入
さ
れ
、
現
場
で
は
業
務
の
質
が

劣
化
し
始
め
て
い
ま
す
。
清
掃
工

場
で
も
委
託
化
が
進
み
、
安
全
で

安
定
的
な
工
場
運
営
の
維
持
に
支

障
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
①

良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

清
掃
事
業
の
確
立
、
②
区
民
と
の

協
働
に
よ
る
廃
棄
物
行
政
、
③
区

民
に
信
頼
さ
れ
る
清
掃
事
業
の
確

立
、
④
安
全
で
安
定
的
な
工
場
運

営
の
維
持
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

各
区
で
自
治
研
集
会
を
開
き
、
そ

れ
を
踏
ま
え
本
部
自
治
研
集
会

を
開
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

長
、
西
川
元
委
員
長
と
戸
張
副
会
長
、

柳
副
会
長
、
庄
司
事
務
局
長
、
戸
枝

会
計
が
参
加
。
▼
１
月
19
日
、「
戦
争

法
廃
止
！
安
倍
内
閣
退
陣
！
総
が
か

り
国
会
前
行
動
」
が
開
催
さ
れ
、
７

名
参
加
。
▼
１
月
20
日
、
都
庁
退
役

員
会
が
都
庁
で
開
催
さ
れ
、
幹
事
の

庄
司
事
務
局
長
と
岩
渕
会
計
監
査
が

参
加
。
年
間
活
動
計
画
等
を
確
認
。

▼
１
月
30
日
、
小
石
川
後
楽
園
涵
徳

亭
で
新
春
の
集
い
。
26
名
参
加
。
▼

２
月
７
日
、
清
掃
・
人
権
交
流
会
墨

田
区
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、

５
人
参
加
。
▼
２
月
８
日
、
都
庁
退

単
会
事
務
局
長
会
議
が
都
庁
で
開
催

さ
れ
、
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
。
各

単
会
の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
等
報

告
。
▼
２
月
９
日
、
第
８
回
三
役
会
。

幹
事
会
議
案
等
を
検
討
。
同
日
、
第

４
回
幹
事
会
と
合
同
専
門
部
会
。
▼

退職者会
活動日誌

＊
１
月
14
日
の
第
７

回
三
役
会
か
ら
２
月

９
日
の
第
４
回
幹
事

会
ま
で
の
活
動
記
録

▼
１
月
14
日
、
東
京

清
掃
旗
開
き
が
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

エ
ド
モ
ン
ト
で
開
催

さ
れ
、
星
野
元
委
員

自
治
研
活
動
は
東
京
清
掃
の
生
命
線

各
区
の
運
動
と
足
腰
強
化
目
指
す

●
● 

東
京
清
掃
中
里
副
委
員
長
イ
ン
タ
ビ
�
� 

●
●

春
闘
期
の
重
点
課
題

インタビューに応える
東京清掃中里副委員長

運
動
と
組
織
の
強
化
へ
向
け
て

清
掃
事
業
の
劣
化
が
顕
著

今
年
は
土
台
づ
く
り

事
務
局
会
議
・
業

務
は
４
回
。
行
事

企
画
、
機
関
紙
・

定
例
連
絡
送
付
等

を
行
い
ま
し
た
。

自
治
研
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

　
「
区
民
と
の
協
働
」の
た
め
に
は
、

各
区
で
自
治
研
活
動
を
活
発
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
各
区

の
取
組
み
に
は
温
度
差
が
あ
る
の

が
実
情
で
す
。
今
年
の
取
組
み
は
、

こ
の
現
状
を
変
え
る
た
め
の
土
台

づ
く
り
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

取
り
組
ん
だ
結
果
、
自
治
研
集
会

を
期
限
ま
で
に
実
施
で
き
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
原
因
を
考
え

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
工
場
支
部
が
各
区
の

自
治
研
に
関
わ
る
こ
と
で
、
職
種

を
越
え
た
全
体
の
取
組
み
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
の
担
当
常
任
と
し
て
、

会
員
拡
大
へ
向
け
た
取
組
み
を
進

め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち

の
運
動
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。


